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ハウス雨よけ栽培におけるカラーピーマンに対する摘花処理効果
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1 は じ め に

カラーピーマンは開花から収穫までが約50～60日 と長期

間を要することから,生育初期の着果数が多いと草勢が低

下し,収穫後半の収量が減少する。このため,収量の大半

が収穫初期に集中し,収穫作業の分散化と収穫後半の収量

確保の問題点が生じている。これらを解決する方法として,

生育初期に摘花処理による着果制限を行うことにより,草

勢低下が軽減され,長期安定生産が可能と考えられる。本

試験では生育初期の摘花処理が,その後の生育,収量への

及ぼす影響について検討した。
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12)試験区の構成

試験区 備 考

5節全摘花区 主枝 4本の着果第 5節まで主枝、側
枝すべて摘花

8節全摘花区 主枝 4本の着果第 8節まで主枝、側
枝すべて摘花

12節全摘花区 主枝 4本の着果第12節まで主枝、側
枝すべて摘花

主枝12節摘花区 主枝 4本の着果第12節まで主枝のみ
摘花

6)栽培概要
播  種 1月 19日 定植 4月 3日
栽植距離 うね幅240co 株間50co l条植え
栽培方法 主枝 4本仕立て,紐誘弓ほ摘花処理は着

果第 2節まで摘花後,試験区の設定に従っ

て摘花した (図 1)。 側枝の処理は 2節

摘心とし,側枝の着果数は 1果とした。

、ゞゞS'1漱∫]][1ゞ 護゙だi]liliiまで摘花
O:着果
× :摘花処理を実施

図 1 摘花処理方法の模式図 (主枝3節より上位節につい硼1
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3 試験結果及び考察

表 1に各生育ステージにおける生育を示した。生育初期

の着果負担が最大となった生育中期 (8月 11日)以降の生

育では初期着果数が少ない区ほど草勢が強い傾向が認めら

(cn) (枚 ) (m) (m) (cl) (mm) (co) (節 ) (cm) (cn) (co) (mm)
5節全摘花区   199  117  103  56  48  63  481  61  141  72  86  119
8節全摘花区   193  123  104  56  50  59  468  60  150  78  88  115
12節全摘花区   199  123  95  51  49  55  456  59  137  71  90  114

12 7      9 4     4 9 54    454    59    13 4    127

平 均

表 1 生育 6株平均

(cI)  (枚 )  (cm)  (cm)  (cl)  (gn)  (節 )  (側)  (col)  (mm)  (col)
5節全摘花区       00    105 1    223    170     99    1619    295    179     92     127    1566
8節全摘花区   平均  1222  231  181   93  1655  294  191  101  H8  1646
12節全摘花区   平均  1339  235  168   94  1660  290  174   99  127  1709
主枝12節摘花区  平均  1044  169  101  119  1570  279  201  109  136  1619

‐ 5節まで摘
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表2 等階級別収量 株当たり 表 3 累積着果数 株当たり

試験区  A果 1)B果 2) 商品果収量

個数 重量 1果重 a当たり
(個) (個) (個) (g) (g)(墟 /a) (個)  (3)  (個 )  (g)

5節全摘花区   340 267 607 741651223 6180
8節全摘花区   342 308 650 756621164 6305
12節全摘花区   283 277 560 615621099 5130
主枝12節摘花区 326 333 6597485911376238
注 1)果形がベル型で,果重lllll g以上の果実
2)果重70g以上のベル型もしくは軽度変形の果実

la)   la)
～7月 中旬  下匈

31      131 6     32      1045
36      1286     29      1008

31      1188     26      993
主枝12節摘花区   30   1292   35   1004

5節全摘花区
8節全摘花区
12節全摘花区
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図2 時期別商品果数量

れ,上位節から着果を開始した12節全摘花区が最も大きい

結果となった。

a当たりの収量は (表 2), 5節全摘花区, 8節全摘花

区,主枝12節摘花区では620～ 630kgと高く,12節全摘花区

では,513kgと 少なかった。このことは主枝12節摘花区で

は着果開始時期が6月下旬からと他の区と比較して遅かっ

たことから,こ の時期の着果開始は着果負担による草勢低

下に加えて高温による着果不良の影響もあったものと考え

られた。

時期別商品果数量は,図 2に示した。 5,8,12節 すべ

て摘花の各区における収穫ピーク後の収穫数の減少は,着

果開始節が上位になるほど急激になる傾向が認められ, 9

月上旬に激減する結果となった。しかし,低節位から着果

と着果制限を同時に行った主枝12節摘花区では,9月 中旬
にやや商品果数量の減少が認められたものの,9月下旬以

降の商品果数量も多く,収穫全期間安定して収穫できた。

また,9月上旬以降の商品果数量では主枝12節摘花区が

最も多かった。このことは,収穫後半の草勢低下が少なかっ

たことによると考えられた。

4 ま  と  め

ハウス雨よけ栽培におけるカラービーマンの生産特性と

して,生育初期の過重な着果は,草勢の著しい低下が認め

られ,長期どり栽培は困難であった。しかし,本試験の結

果にから,摘花処理は収穫期の分散,草勢の維持に対 し効

果的な処理方法であることが明らかとなった。このため ,

生育初期における連続着果を避け,主枝の着果制限を行う

ことにより,草勢低下が軽減され,長期収穫が可能である

と考えられた。
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